
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、

単
結
晶
シ
リ
コ
ン
に
同
社
独
自
の
ア
モ
ル
フ
ァ
ス

シ
リ
コ
ン
を
採
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
に
す

る
こ
と
で
、
電
子
の
ス
ム
ー
ズ
な
動
き
と
発
電
ロ

ス
を
低
減
。
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
容
量
１

当
た
り
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
発
電
量
を
実
現
し

た
。

　
優
れ
た
温
度
特
性
か
ら
幅
広
い
温
度
範
囲
で
も

発
電
量
が
保
て
、
高
温
の
夏
場
で
も
し
っ
か
り
と

発
電
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
パ
ネ

ル
枚
数
が
従
来
よ
り
少
な
く
て
済
む
た
め
、
設
置

す
る
屋
根
ス
ペ
ー
ス
が
小
さ
く
て
も
十
分
な
電
気

を
作
り
出
せ
る
と
と
も
に
、
屋
根
へ
の
重
量
負
担

も
減
少
で
き
る
。

　
ま
た
、
今
回
は
同
シ
リ
ー
ズ
の
新
製
品
も
併
せ

て
展
示
す
る
予
定
で
あ
る
。

ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

　
ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は

日
本
製
お
よ
び
長
期
保
証
で
高

い
信
頼
性
を
提
供
す
る
Ｃ
Ｉ
Ｓ

銅
、
イ
ン
ジ
ウ
ム
、
セ
レ

ン

太
陽
電
池
と
各
種
サ
ー
ビ

ス
を
紹
介
。
買
取
制
度
開
始
を

機
に
需
要
が
伸
び
る
産
業
向
け

の
発
電
モ
ニ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
や

保
守
・
点
検
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

説
明
す
る
。
発
電
ビ
ジ
ネ
ス
に

新
規
参
入
を
考
え
る
顧
客
向
け

に
は
、
国
内
外
で
の
実
績
紹
介

や
Ｅ
Ｐ
Ｃ

設
計
・
調
達
・
建

設

関
連
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
機
会
を
提
供
す
る
。

　
同
太
陽
電
池
は

年
保
証
や

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
体
制
が
評

価
さ
れ
、
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
長
期
信
頼
性
と
そ
の
保
証

体
制
に
関
す
る
認
証
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｐ
Ｖ
ｍ

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
８
９
０

１

」
の
第
１
号
を
電
気
安
全

環
境
研
究
所
よ
り
取
得
。
ま
た

影
や
熱
に
強
い
た
め
発
電
量
が

多
く
、
高
い
経
済
性
を
期
待
で

き
る
点
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

日
本
レ
ー
ザ
ー

　
日
本
レ
ー
ザ
ー
は
米
国
ニ
ュ

ー
ポ
ー
ト
「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
」
ブ

ラ
ン
ド
の
外
部
量
子
効
率

Ｅ

Ｑ
Ｅ

と
内
部
量
子
効
率

Ｉ

Ｑ
Ｅ

を
同
時
測
定
で
き
る

「
Ｉ
Ｑ
Ｅ
―
２
０
０
」
を
出

展
。
３
０
０

―
１
８
０
０

と
い
う
広
い
波
長
域
を
カ
バ

ー
。
分
解
能
は
最
小
５

と

高
性
能
で
、
シ
ン
プ
ル
な
ボ
タ

ン
操
作
で
簡
便
か
つ
短
時
間
に

測
定
で
き
る
。
交
流
／
直
流
測

定
や
光
バ
イ
ア
ス
な
ど
幅
広
い

測
定
に
応
用
で
き
、
ニ
ー
ズ
に

よ
り
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
対
応
も
す

る
。

　
ま
た
同
じ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
ブ
ラ

ン
ド
の
製
品
と
し
て
出
展
す
る

ソ
ー
ラ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
　
Ｓ
ｏ
ｌ
　
３

Ａ
」
は
、
日
本
工
業
規
格
な
ど

国
内
外
の
規
格
を
ク
リ
ア
。
ク

ラ
ス
３
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ

―
１
Ａ

Ａ
Ｂ
Ｂ

に
対
応
し
た
３
シ

リ
ー
ズ
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。

三
菱
電
機

　
三
菱
電
機
の
住
宅
用
太
陽
光

発
電
は
、
よ
り
多
く
、
よ
り
長

く
発
電
し
続
け
る
た
め
発
電
量

×
耐
久
性
で
導
き
だ
す
「
生
涯

発
電
力
」
を
一
番
に
考
え
る
。

厳
し
い
品
質
管
理
に
よ
り
公
称

最
大
出
力
を
約
束
し
、
限
ら
れ

た
屋
根
面
積
を
有
効
活
用
す
る

多
彩
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
「
マ
ル
チ

ル
ー
フ
」
シ
リ
ー
ズ
を
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
。
加
え
て
、
国
内
住
宅

用
で
変
換
効
率
が
業
界
最
高

２
０
１
２
年

月
現
在
、
三

菱
電
機
調
べ

の
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
「
Ｐ
Ｖ
―
Ｐ
Ｎ

Ｇ
」
も
合
わ
せ
、
シ
ス
テ
ム

全
体
の
発
電
量
を
追
求
す
る
。

　
ま
た
厳
し
い
気
象
条
件
を
考

え
た
耐
久
性
向
上
と
施
工
の
高

品
質
化
に
も
力
を
入
れ
る
。
技

術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
積
し
て
お

り
、
展
示
会
ブ
ー
ス
で
は
よ
り

大
き
な
効
果
を
生
む
提
案
を
行

う
。

日
東
工
業

　
日
東
工
業
は
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
関
連
製
品
を
出
展
し
、

効
果
的
な
発
電
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
提
案
す
る
。
直
流

Ｄ

Ｃ

の
最
大
入
力
電
圧
７
５
０

の
「
接
続
箱
」
は
、
ア
ル
ミ

製
の
基
板
を
採
用
し
、
軽
量

化
、
省
ス
ペ
ー
ス
化
を
実
現
。

高
電
圧
化
に
よ
る
設
備
コ
ス
ト

や
施
工
費
用
の
削
減
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
。

　
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
組

み
合
わ
せ
た
ア
レ
イ
ご
と
の
出

力
を
集
電
す
る
「
集
電
箱
」

は
、
盤
内
の
配
線
を
銅
バ
ー
に

す
る
こ
と
で
小
型
化
。
大
規
模

シ
ス
テ
ム
で
も
使
用
で
き
る
。

「
固
定
価
格
買
取
制
度
対
応
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
」
は
発
電
し
た
電

力
を
売
電
用
に
逆
潮
流
さ
せ
る

装
置
。
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
固

定
価
格
買
取
制
度
に
対
応
し
て

い
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

は
太
陽
光
発
電
の
シ
ス
テ
ム
イ

ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
全

国
に
９
１
０
カ
所
、

の

豊
富
な
導
入
実
績
を
誇
る
。
総

合
技
術
力
を
生
か
し
、企
画
設

計
か
ら
構
築
・
運
用
ま
で
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
停
電
対
応
型
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
「
Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｄ

　
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ
」
は
、
停
電
時

に
自
立
回
路
か
ら
電
力
を
供
給

可
能
。
蓄
電
池
搭
載
シ
ス
テ
ム

で
は
、
夜
間
な
ど
に
電
力
を
供

給
で
き
る
タ
イ
プ
と
、
電
力
ピ

ー
ク
抑
制
と
電
気
料
金
削
減
に

貢
献
す
る
タ
イ
プ
も
用
意
し
て

い
る
。
ま
た
「
太
陽
光
発
電
診

断
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、
独
自
の

診
断
技
術
で
不
具
合
を
発
見
。

遠
隔
自
動
診
断
レ
ポ
ー
ト
で
発

電
性
能
の

見
え
る
化

が
可

能
。
特
殊
計
測
器
な
ど
は
不
要

で
従
来
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
と
同
じ
情
報
で
診
断
で
き

る
。

茨
城
製
作
所

　
茨
城
製
作
所

ｉ
ｂ
ａ
ｓ
ｅ

ｉ

は
、
第
７
回
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
世
界
展
示
会
の
小
間

番
号
「
Ｒ
Ｅ

―
３
１
４
」
に

出
展
す
る
。

　
創
業
以
来
、
モ
ー
タ
ー
・
発

電
機
全
般
の
製
作
、
修
理
を
手

が
け
、
顧
客
か
ら
高
い
信
頼
を

得
て
い
る
。

　
今
回
は
自
社
の
モ
ー
タ
ー
製

造
技
術
を
応
用
し
開
発
し
た
、

川
や
水
路
に
そ
の
ま
ま
置
く
だ

け
で
発
電
で
き
る
流
水
式
水
力

発
電
機
を
発
表
す
る
。
最
大
の

特
徴
は
、
落
差
を
利
用
せ
ず
と

も
水
流
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

倍
増
さ
せ
て
回
収
で
き
る
新
技

術
に
よ
り
、
効
率
よ
く
発
電
で

き
る
こ
と
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
ボ
デ
ィ
ー
で

簡
単
に
設
置
可
能
な
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
な
場
所
で
活
用
で

き
、
非
常
用
電
源
や
地
域
住
民

の
共
同
電
源
と
し
て
の
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

出
展
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉
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